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■今月の表紙【御串山八幡神社秋季大祭】

　９月20日、明石地区で御串山八幡神
社秋季大祭が開催されました。神輿を
担ぐ掛け声と、子どもたちの太鼓や笛
の音が地域に響きました。御旅所であ
る明石会館では、地域の方の演奏と唄
にあわせて、浦安の舞と獅子舞が奉納
されました。
　今年は広島商船高専の学生４名も神
輿に参加。「地域の行事に参加したこ
とがあまりなかったので、貴重な体験
ができてよかった」と、話しています。

■まちの人口と世帯数
　（2014年９月末現在）
　人　口 8,150人
　　男　 3,917人
　　女　 4,233人
　世帯数 4,372帯

■
恵
美
須
神
社
秋
季
大
祭

　

沖
浦
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
御

座
船
を
曳
く
櫂
伝
馬
の
太
鼓
の
音
が
地

域
に
響
き
ま
し
た
。
今
年
は
広
島
商
船

高
専
の
学
生
16
名
が
櫂
伝
馬
の
水
夫
と

し
て
参
加
。
御
旅
所
で
は
、
地
元
中
学

生
に
よ
る
浦
安
の
舞
と
、
櫂
伝
馬
の
模

擬
競
漕
が
行
わ
れ
、
観
客
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
（
10
月
12
日)

。

■
日
吉
神
社
秋
季
大
祭

　

原
田
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天

狗
と
獅
子
を
先
頭
に
、
稚
児
行
列
や
神

輿
が
続
き
、
地
域
を
歩
き
ま
す
。
日
程

が
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
と
重
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
民
泊
家
庭
も
多
数
参
加
。

中
に
は
神
輿
や
獅
子
舞
を
体
験
し
た
と

い
う
修
学
旅
行
生
も
。
境
内
は
島
内
外

の
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

（
10
月
26
日
）。

■
古
社
八
幡
神
社
秋
季
大
祭

　

東
野
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
男
性
た
ち
が
、
き
ら
び
や
か
な
衣

装
と
顔
に
派
手
な
化
粧
を
し
て
奴や

っ
こ

に
扮

し
、
地
域
を
練
り
歩
き
ま
す
。
参
拝
者

に
は
無
病
息
災
を
祈
っ
て
ト
ウ
ガ
ラ
シ

が
配
ら
れ
ま
し
た
。
奴
た
ち
の
勇
壮
な

姿
を
写
真
に
収
め
よ
う
と
、
カ
メ
ラ
を

向
け
る
観
光
客
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た

（
９
月
21
日
）。

■
中
野
八
幡
神
社
秋
季
大
祭

　

中
野
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
境

内
で
は
、
大
崎
な
ぎ
太
鼓
保
存
会
に
よ

る
力
強
い
太
鼓
演
奏
が
奉
納
さ
れ
、
稚

児
行
列
や
獅
子
舞
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
喧
嘩
神

輿
。
２
つ
の
神
輿
が
ぶ
つ
か
り
合
う
度

に
、
観
客
は
歓
声
を
あ
げ
て
楽
し
み
ま

し
た
（
９
月
27
日
・
28
日
）。

伝
統
を
守
る
地
域
の
絆

秋
祭
り

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
町
は
秋
祭
り
一
色
に
。

　

獅
子
舞
や
神
輿
、
櫂
伝
馬
。
こ
れ
ら
は
昔
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
歴
史
や
文
化
に
よ
っ
て
、

特
色
あ
る
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、

地
域
内
外
の
人
々
を
魅
了
す
る
地
域
行
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

過
疎
・
高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
く
中
で
、
こ
う
し

た
地
域
行
事
は
、
伝
統
の
継
承
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
新
し
い
交
流
を
作
り
出
す

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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地デジ難視対策の各種支援は終了します。
お早めの申し込みをお願いします。
　国が実施している地デジ難視対策のための各種支援制度は、平成27年3月
末を持って終了します。期限までに地デジ対策工事を完了するためには、遅
くとも本年12月中の申し込みが必要です。
　お問い合わせは、総務省地デジコールセンターまでご連絡ください。

問総務省地デジコールセンター　☎0570−07−0101

総務省からの

重要な
お知らせ

（古社八幡）地域へ出発する奴たち

（恵美須）左から木越区、中浜区、三里浜区、上ノ谷区。木越を先頭に、御旅所をめざします

（中野八幡）ぶつかり合う神輿が見どころの喧嘩神輿

（恵美須）中学生による浦安の舞（日吉）神輿 （日吉）修学旅行生と

（古社八幡）神輿 （中野八幡）獅子舞
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島のニュース
身
体
障
害
者
の
福
祉
向
上
に
尽
力

　

９
月
４
日
、
第
53
回
広
島
県
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
大
崎
上
島

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
会
長
の
河

本
智
史
さ
ん
（
大
西
区
在
住
）
が
団
体

功
労
者
と
し
て
会
長
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
同
協
議
会
の
会
長
に
就
任
さ
れ

た
河
本
さ
ん
は
、
旧
大
崎
町
の
頃
よ
り

33
年
以
上
に
渡
っ
て
、
身
体
障
害
者
の

福
祉
向
上
に
尽
力
し
、
協
議
会
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

花
で「
お
も
て
な
し
空
間
」を
創
造

　

今
年
度
、
町
は
「
お
も
て
な
し
空
間

創
造
事
業
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
県
道
沿
い
に
花
を
植
え
た
プ
ラ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
環
境
美
化
を
進
め
る

こ
と
で
、
地
域
住
民
や
来
町
者
に
癒

し
・
や
す
ら
ぎ
を
与
え
、
地
域
活
性
化

や
観
光
振
興
を
は
か
る
事
業
で
す
。
ま

た
、
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
い
、
側
溝

に
蓋
を
か
け
た
こ
と
で
、
通
行
の
安
全

性
も
向
上
し
ま
し
た
。

　

東
野
小
学
校
の
児
童
た
ち
の
協
力
の

も
と
、
今
年
６
月
に
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の

苗
植
え
が
行
わ
れ
、
９
月
か
ら
東
野
地

区
（
白
水
・
盛
谷
・
古
江
）
の
県
道
沿

い
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
村
監
査
功
労
者 

全
国
表
彰

　

10
月
２
日
、
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
東

京
で
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主

催
の
平
成
26
年
町
村
監
査
功
労
者
表
彰

式
に
お
い
て
、
大
成
淳
二
代
表
監
査
委

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
成
代
表
監
査
委
員
は
、
町
の
監
査

委
員
を
７
年
以
上
在
職
さ
れ
て
お
り
、

功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
、
今
回
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
省
エ
ネ
活
動

　

９
月
20
日
、
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

ひ
ろ
し
ま
省
エ
ネ
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
（
大
崎
上
島
け
ん
こ
う
文
化
の

島
づ
く
り
協
議
会
主
催
）。（
一
財
）
広

島
県
環
境
保
健
協
会
の
３
名
を
講
師
に

迎
え
、
エ
コ
・
省
エ
ネ
活
動
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。

　

こ
の
１
０
０
年
間
で
、
地
球
の
温
度

は
約
１
度
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

氷
河
が
解
け
る
、
土
地
が
砂
漠
化
す
る

な
ど
、
環
境
や
生
態
系
に
さ
ま
ざ
ま
な

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
行
政
や

企
業
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
わ
た

し
た
ち
が
家
庭
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

学
習
会
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
省
エ

ネ
に
つ
な
が
る
の
か
、
グ
ル
ー
プ
で
意

見
を
出
し
合
う
機
会
も
あ
り
、
よ
り
具

体
的
に
実
践
に
移
せ
る
省
エ
ネ
活
動
を

学
び
ま
し
た
。

中学生が義援金を募りました
　９月11日、大崎上島中学校生徒会が、日
本赤十字社広島県支部大崎上島町分区長の
高田町長を訪れ、校内で募った広島土砂災
害への義援金76,046円を手渡しました。
　「保護者や生徒たちから生徒会で義援金
を募りました。額は少ないですが、少しで
も、一人でも被災された方々や被災地の援
助になればと思います」と、生徒会長の正
出七瀬さんは話しています。
　この義援金は、日本赤十字社を経由し、
広島市に届けられました。

大崎上島町
身体障害者福祉協議会

河
か わ も と

本 智
さ と し

史 会長

町村監査功労者表彰
大成 淳二

広島土砂災害へ中学生が募金活動

児童たちが植えた花が「おもてなし空間」に

みんなでエコ・省エネ活動を
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島のニュース
も
っ
と
レ
モ
ン
を 

農
業
講
演
会

　

10
月
７
日
、
ホ
ー
ル
神
峰
で
、
農
業

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
大
崎
上

島
地
域
農
業
振
興
協
議
会
主
催
）。
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部
と
（
一

財
）
広
島
県
森
林
整
備
・
農
業
振
興
財

団
の
職
員
を
講
師
に
お
招
き
し
、
レ
モ

ン
に
関
す
る
最
新
の
試
験
研
究
成
果
や

農
地
の
貸
借
に
関
す
る
新
し
い
事
業
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
約
１
０
０
名
。
農
業
を
営

ん
で
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
今
ま
で

培
っ
て
き
た
技
術
の
確
認
と
、
農
業
に

対
す
る
新
し
い
考
え
を
得
る
機
会
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

島
の
豊
か
さ
を
再
認
識

　

10
月
18
日
、
東
野
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

中
山
間
地
域
振
興
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
in
大
崎
上
島
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
約
１
０
０
名
。
竹
原
市
や
今

治
市
な
ど
、
町
外
の
方
も
多
数
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
半
農
半
Ⅹ

エ
ッ
ク
ス

研
究

所
代
表
の
塩
見
直
紀
氏
を
講
師
に
お
迎

白
熱
！
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

　

10
月
12
日
、
東
野
地
区
、
大
崎
地
区

で
町
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
団
結
力
を
示
す
大
舞
台
に
、

何
日
も
前
か
ら
練
習
し
て
き
た
と
い
う

チ
ー
ム
が
ほ
と
ん
ど
で
、
応
援
に
も
熱

が
入
り
ま
す
。
台
風
の
接
近
で
開
催
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
全
種
目
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
大
崎
地
区
大
会
が
第
60
回
、

東
野
地
区
大
会
が
第
70
回
と
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
大

崎
地
区
で
は
「
60
ｍ
ボ
ー
ル
投
げ
」

が
、
東
野
地
区
で
は
「
頼
む
ぜ
５
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
と
い
う
種
目
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

大
会
結
果

【
東
野
地
区
大
会
】

▼
優
勝

　

白
水
・
小
原
チ
ー
ム

▼
準
優
勝

　

盛
谷
チ
ー
ム

▼
第
３
位

　

垂
水
チ
ー
ム

【
大
崎
地
区
大
会
】

▼
優
勝

　

港
チ
ー
ム
（
大
西
区
）

▼
準
優
勝

　

北
チ
ー
ム
（
向
山
区
）

▼
第
３
位

　

中
チ
ー
ム

　
（
片
浜
・
本
郷
区
）

え
し
、『
半
農
半
Ⅹ
と
い
う
生
き
方
』

と
題
し
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

半
農
半
Ⅹ
が
持
つ
多
様
性
を
説
明
し
、

自
然
と
寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
分
に
与

え
ら
れ
た
才
能
を
ど
う
生
か
す
か
、
暮

ら
し
方
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
新
し

い
考
え
方
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

町
内
在
住
の
石
倉
啓
輔
さ
ん
、
佐
々
木

ひ
ろ
こ
さ
ん
、
平
本
雅
也
さ
ん
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
。『
豊
か
な
暮
ら

し
は
島
に
あ
る
』
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
や
展
望
を
話
し
、
島
の
豊

か
さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

 
「
島
の
良
さ
に
気
づ
い
て
い
る
人
は

着
々
と
増
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
島

の
地
域
資
源
の
中
で
ど
れ
を
特
化
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
て
い
く

か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
」
と
、
塩
見
先
生
は
話
し
て
い
ま
す
。

農業講演会の様子

島内外から多数参加者が集まり、島の豊かさ、こ
れからの暮らし方について新たな考えに理解を深
めました

【大崎】大縄跳び 【東野】男子各代リレー【東野】綱引き

【大崎】年代別リレー
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■
秋
の
修
学
旅
行
生
受
け
入
れ

埼
玉
県
立
皆
野
高
等
学
校

　

10
月
１
日
～
２
日
（
81
名
）

埼
玉
県
立
所
沢
北
高
等
学
校

　

10
月
８
日
（
２
０
２
名
）

奈
良
県
立
平
城
高
等
学
校

　

10
月
15
日
～
16
日
（
１
２
２
名
）

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校

　

10
月
22
日
～
23
日
（
２
７
９
名
）

埼
玉
県
立
鷲
宮
高
等
学
校

　

10
月
25
日
～
27
日
（
２
９
２
名
）

東
京
都
立
府
中
高
等
学
校

　

11
月
14
日
（
２
７
２
名
予
定
）

■
島
に
住
む
人
と
自
然
を
満
喫

　

民
泊
と
は
、
生
徒
た
ち
と
家
族
と
し

て
過
ご
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
過
ご
し

方
は
各
家
庭
さ
ま
ざ
ま
。
た
と
え
一
泊

で
も
、
民
泊
家
庭
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

や
体
験
が
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
大

切
な
経
験
と
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
平
城
高
校
の
民
泊
体
験
に
つ

い
て
、
２
家
族
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
本
当
に
素
直
で
い
い
子
た
ち
で
し

た
。
孫
に
ほ
し
い
く
ら
い
で
す
」
と
、

話
す
多
恵
子
さ
ん
は
、
生
徒
た
ち
と
一

緒
に
ハ
ー
ト
形
の
サ
シ
ェ
（
匂
い
袋
）

を
作
っ
た
そ
う
で
す
。
夜
は
大
串
の
浜

辺
で
花
火
、
翌
日
は
釣
り
を
し
た
り
、

ミ
カ
ン
や
柿
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
「
ミ
カ
ン
狩
り
を
す
ご
く
楽
し
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
話
も
で
き
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
」
と
明
美
さ
ん
。

神
峰
山
に
の
ぼ
っ
て
夕
日
を
見
て
、
夜

は
庭
先
で
花
火
を
し
た
そ
う
で
す
。
夕

食
は
、
刺
身
と
ト
ン
汁
を
一
緒
に
作
り

ま
し
た
。

■
島
な
ら
で
は
の
体
験

　

海
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
生
活
に
馴

染
み
す
ぎ
て
い
て
、
意
識
す
る
機
会
は

少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

修
学
旅
行
生
に
と
っ
て
は
新
鮮
そ
の
も

の
。
海
水
を
舐
め
て
、「
本
当
に
し
ょ
っ

ぱ
い
！
」
と
喜
ぶ
生
徒
も
い
る
ほ
ど
で

す
。
海
に
親
し
む
機
会
の
少
な
い
生
徒

た
ち
に
、
大
崎
上
島
な
ら
で
は
の
自
然

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
海
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

海
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
と
櫂
伝
馬
体
験
が
あ
り
ま
す
。

海
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
担
う
地
域

の
皆
さ
ん
と
修
学
旅
行
生
と
の
ふ
れ
あ

い
も
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
醍
醐
味
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
素
直
で
呑
み
込
み
も
早
く
、

こ
っ
ち
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
伝
統
文
化
が
大
崎
上
島
に
あ

る
っ
て
こ
と
を
知
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」
と
、
櫂
伝
馬
体
験
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
藤
原
竜
治
さ
ん
は
話

し
て
い
ま
す
。

◆
民
泊
受
入
家
庭
募
集
中
！

　

修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
観
光

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

大
崎
上
島
海
生
体
験
交
流
協
議

会
事
務
局
︵
産
業
観
光
課
内
︶

　

☎
65

－

３
１
２
３

民泊による
修学旅行の
受け入れ

平成26年度秋レポート①

修学旅行
誘致事業

気
持
ち
い
い
！

気
持
ち
い
い
！ヨ

イ
サ
ー
!!

ヨ
イ
サ
ー
!!

谷本 清人さん
　　　 多恵子さん

（片浜区）

藤原 弘文さん
　　 明美さん
（本郷区）

シーカヤックで海を体験
（皆野高校）

櫂伝馬で伝統文化に触れました（平城高校）
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今月は大崎上島中学校

教
育
委
員
の
活
動
報
告

【
第
９
回
定
例
会
議
】

平
成
26
年
９
月
25
日
㈭

議
事

●
日
程
第
１
報
告
第
17
号

町
議
会
９
月
定
例
会
に
お
け
る
教

育
委
員
会
関
係
一
般
質
問
等
に
つ

い
て

●
日
程
第
２
議
案
第
19
号

平
成
26
年
度
就
学
指
導
委
員
会
委
員

に
つ
い
て

そ
の
他

⑴
懸
案
事
項

ア 

．
木
江
屋
内
運
動
場
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

イ 

．
ラ
ジ
オ
体
操
で
健
康
づ
く
り
推

進
員
会
に
つ
い
て

ウ 

．
奨
学
金
の
貸
付
金
額
及
び
償
還

方
法
に
つ
い
て

⑵
活
動
報
告

ア
．
公
開
研
究
会

　

10
月
３
日
㈮　

大
崎
小
学
校

　

10
月
９
日
㈭　

大
崎
幼
稚
園

　

10
月
10
日
㈮　

東
野
小
学
校

　

10
月
21
日
㈫　

木
江
幼
稚
園

　

10
月
24
日
㈮　

木
江
小
学
校

イ
．
広
島
県
市
町
教
育
委
員
会

　

教
育
委
員
研
修
会

　

11
月
13
日
㈭

新しく二宮力校長の着任と、新入生男子27名、女子17名の44名を迎え、
全校生徒135名でスタートしました。９月よりイタリアからの転入生を
迎え136名になりました。

◆職場体験学習
　８月25日から８月29日まで、地域の方のご理解
とご協力をいただき５日間の職場体験をさせてい
ただきました。
≪生徒の感想より≫
　１日目はふれあい工房で農作業をしました。ブ
ルーベリーの収穫をしましたが、ブルーベリーの
収穫は初めてだったので、とても貴重な体験ができました。いろいろな種類のブ
ルーベリーをみて、実際とったりして楽しかったです。午後からは、環境センター
で働きました。ゴミの量を記録したり、計算したりして、大変でした。
　４日間は、ふれあい工房で働きました。慣れない作業をして、疲れました。立ちっ
ぱなしで生地をこねたり、いろいろな材料を量るので、足がとても痛かったです。
　短い間だったけど、とてもいい体験ができました。帰ったとき、仕事って違う
意味で疲れるんだなーと、思いました。こんなに大変なことを、お母さんやお父
さん、いろいろな方々がしていると思ったら、とても尊敬します。これから、将
来についてゆっくり考えていきたいです。

◆公開研究会
　９月14日、佐藤学先生（学習院大学文学部教授・
東京大学名誉教授）を講師に迎え、島外からも多
くの参加をいただきました。地域、保護者の方を
含め約130名の参加があり、「学びの共同体」につ
いて研修を深めることができました。ありがとう
ございました。

≪今後の予定≫11月15日㈯ 青海祭（文化祭）
　今年も合唱コンクール、３年生・PTA による食品バザーを行います。また午前
中に大崎海星高校との交流事業として高校生による和太鼓の演奏も行いますので、
ぜひ聴きに来てください。

【豊竹春季大会】
・陸上競技部
　男子総合　１位
　女子総合　１位
　男女総合　１位
・サッカー部優勝
・卓球部
　男子団体２位
　女子団体優勝
・野球部　優勝
・テニス部
　団体優勝
　個人１位３位

【南部地区春季大会】
・野球部
　３回戦進出
・卓球部
　ベスト16
　県選手権出場　楠菜月

【豊竹夏季大会】
・陸上競技部
　県総体出場者決定
・サッカー部２位
・卓球部
　男子団体２位
　女子団体優勝
・テニス部
　女子団体２位

【南部地区夏季大会】
・卓球部女子
　２回戦敗退
・テニス部
　１回戦敗退

【県選手権出場】
・陸上競技部
・卓球部

【県総体出場】
・陸上競技部
・卓球部

【めざす生徒像】

目標に向かって、自主的に行動し、
故郷に誇りを持つ生徒

中体連大会結果
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http://www.hiroshima-cmt.ac.jp/ http://www.osakikaisei-h.hiroshima-c.ed.jp/

☆かわうそ� あさのあつこ
☆チャンミーグヮー� 今野　　敏
☆アポロンの嘲笑� 中山　七里
☆女優堕ち� 河原　れん
☆願いながら、祈りながら�乾　　ルカ
☆笹の舟で海を渡る� 角田　光代
☆エデンの果ての家� 桂　　望実
☆変愛小説集� 岸本佐知子

つくしの会
絵本のよみかたり

11／15㈯
　10：30〜

エプロンシアター
「�あわぶくかいじゅう�
モクモクだい」他

日 月 火 水 木 金 土
11/2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 12/1 2 3 4 5 6休

卒業証書・修了証書授与式
　９月20日、商船学科35名、専攻科海事システム工
学専攻４名が本校を巣立って行きました。卒業生退
場の際には、笛の音に
合わせて整列し、“ご
きげんよう”と３回合
唱して帽子を高く投
げ上げる恒例の挨拶
も行われ、新たな旅立
ちに惜しみない拍手
が送られました。

短期留学生の受入歓迎式典・来校記念交流会
　９月29日、海外協定校であるフィリピン AMA
コンピュータ大学及びエミリオ・アギナルド・カレッ

ジから学生12名、教員
２名が来日し、受入歓
迎式典に引き続き、来
校記念交流会を開催し
ました。

薬物乱用防止キャンペーン
　10月８日、東野ライオンズクラ
ブと青少年育成大崎上島町民会議
の皆様にご協力いただき、本校学
生に登校時に薬物乱用防止パンフ
レットを配布しました。関係の皆
さまには早朝からご協力いただき
ありがとうございました。

行事開催のご案内
図書館ミニ・コンサート♪
　日時　11月22日㈯　14：00〜（予定）
　場所　広島商船高等専門学校図書館
　出演　アンサンブル Spica
　入場　無料

体育祭
　９月28日、大崎海星
高校体育祭が開催され
ました。当日は見事な
快晴の下、生徒全員が
全15の競技に全力で参
加しました。また保護
者の皆様、大崎上島中
学校の生徒の皆様にも
競技に参加していただ
き、大いに盛り上がっ
た一日となりました。
ご来場いただいたご来
賓の皆様、保護者の方、
地域の皆様、大崎上島
中学校の皆様、そして当日グラウンドまで神輿を担
いで来てくださった中野八幡神社の氏子の皆様、あ
りがとうございました。各学年で作成した巨大な団
絵は後日ラジオ番組の中でも紹介されました。

大崎上島クリーン大作戦
　９月17日に大崎上島クリーン大作戦が開催されま
した。これは大崎小学校、東野小学校、木江小学校、
大崎上島中学校、大崎海星高校の５校と地域の方と
が合同で島内の各地区を清掃して回るというもので、
今年で４回目になりま
す。大崎海星高校の生徒
は大崎、木江、東野そ
れぞれの地区に分かれ
て小学生、中学生、地
域の方と合同で島内全
域の清掃に努めました。

部活動報告
　10月４日に呉市総合スポーツセンターで開催され
た第４回広島県高校生記録会に、本校陸上競技部が
参加しました。一年生の白井晶基君が5,000ｍに初
出場、自己新記録を残しました。

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル 開館時間 10：00 〜 18：00

今年度優勝は二年生でした

大崎上島クリーン大作戦

巨大な団絵の前での集合写真
（三年生）
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■ 1
い い
1月3

みらい
0日は『年金の日』です

　年金記録や将来の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、将
来の年金受給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算をすることも
できます。「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページでご確認いただくか、
三原年金事務所にお問い合わせください。

■ 「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
　　 〜年末調整・確定申告まで大切に保管を！〜
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となり
ます。平成26年１月から12月までに納付した保険料が対象で、過去の年度分や追納された
保険料も含まれます。また、ご家族の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合も合わ
せて控除が受けられます。
　平成26年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、「社会保
険料（国民年金保険料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構から送付されますので、申
告書（年末調整、確定申告）の提出の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してく
ださい。なお、平成26年10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料
を納付された方へは、翌年の２月上旬に送付されます。

問三原年金事務所　☎0848－63－4111㈹

　
年
金
だ
よ
り
　
11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

　昔々、ポリネシアの他の島から移住したハワイの
現地人がいました。彼らがハワイ語を話して、ハワ
イの文化と伝統を実践しました。1778年にジェーム
ズ・クック船長がハワイを発見するまでの長い間、
ハワイの文化と伝統を守っていました。彼が到着し
た後、ハワイはどんどん西洋化されました。1893年
にアメリカがリリウオカラニ女王を倒すまで、ハワ
イは独立した王国でした。1959年８月21日にハワイ
はアメリカ合衆国の第50番目の州になりました。
　ハワイには「ザ・アロハ・ステート」と呼ばれて
８つの主要な島があります。これらの島はニイハウ
島、カウアイ島、オアフ島、モロカイ島、ラナイ島、
マウイ島、カホオラウェ島、ハワイ島（あだ名は
ビッグ・アイランド）です。ハワイ島は活火山があ

る唯一の島です。ハワ
イ州の花は黄色のハイ
ビスカスです。州の動
物のいくつかはアザラ
シ、ザトウクジラ、ハ
ワイアン・ネネ雁、フ
ムフムヌクヌクアプア
アという小さいサンゴ
礁の魚などがあります。
←ハワイの地図

Long ago, there were only the native people 
of Hawaii who migrated from other islands in 
Polynesia. They spoke only the Hawaiian language 
and practiced only Hawaiian culture and traditions. 
It was this way for many years until 1778 when 
Captain James Cook discovered the islands. 
After his arrival, Hawaii became more and more 
westernized. It was its own kingdom until the 
overthrow of Queen Liliuokalani in 1893. Finally, 
on August 21, 1959, Hawaii became the 50th state 
of the United States of America.
Hawaii is nicknamed “The Aloha State” and has 
8 major islands. These islands are Ni'ihau, Kauai, 
Oahu, Molokai, Lanai, Kaho'olawe, Maui, and 
Hawaii (also known as the Big 
Island). Hawaii island is the 
only island that still has an 
active volcano. Our state flower 
is the yellow hibiscus. Some 
of our state animals include 
the Hawaiian monk seal, the 
humpback whale, the nene 
goose, and a little fish called 
humuhumunukunukuapua'a!

ハワイのことを学ぼう！
文・訳：山城タラ

―――――――― ● ―――――――――――――――――――――――――――――― ● ――――――――
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　 I らんどは、大崎上島町の委託障がい者相談
支援事業所です。障がいのある方、障がいのため
に生活のしづらさを抱えている方、又はそのご家
族や地域の方からの相談に応じています。

●「ピア交流会」参加者募集
　障害者スポーツ・レクリエーションを通して交
流します。新たなアスリートを発掘する機会にも
なっています。
日時　11月16日（日）　13：00〜16：00
場所　�スポーツ交流センター「おりづる」（東広

島市）
参加費　500円
参加申込締切　11月10日（月）

●「料理教室」
　自立生活へ向けてのお手伝いとして、料理教室
を開催しています。自分の得意料理を開拓する
きっかけにしてみませんか？
日時　11月30日（日）　10：00〜13：00
場所　サポートおおさき
会費　500円
申込締切　11月26日（水）

連絡先
　大崎上島町�生活サポートセンター� I らんど
　☎0846−64－4416
　Fax�0846－67－5118
　�E-mail　hureai-iland@
osakifukushikai.jp

　相談時間　月〜金曜日
　　　　　　８：30〜17：00
　※相談は無料で、秘密は固く守られます。

原因不明の難病「クローン病」
　クローン病は10代から20代の若年者に好発
する（発生頻度が高い）原因不明の難病です。患
者数は現在のところ全国で約３万５千人ですが、
年々増加しています。

症状と治療法
　主な症状は持続する腹痛、下痢、血便、体重減
少、発熱、肛門の痛みなどがあります。内視鏡検
査によって診断することが多く、小腸や大腸など
の腸管の壁に炎症（ただれ）や潰瘍（粘膜が欠損
すること）などができる病気です。症状が落ち着
いている場合でも寛解（症状が落ち着いている状
態）と再発・再燃を繰り返し、長い経過のなかで
徐々に進行することが多い病気です。
　治療は免疫や炎症を抑えるために薬剤を投与し
ますが、内科的な治療ではコントロールできない
場合や炎症によって腸が狭くなった部位は手術に
よって腸管を切除することもあります。食事制限
などで一時的に腸管
を休ませるなどの治
療もありますが、現
在のところクローン
病を完治させる治療
法はありません。

新しい治療法の開発
　近年開発された抗 TNFα抗体療法や顆粒球除
去療法（GCAP）は、病気の勢いを抑える可能
性があります。この新しい治療法の開発によって
クローン病患者の生活の質（QOL）は数年前と
比較して格段に向上してきま
した。
　今後も新しい治療法が次々
と開発されると言われており、
引き続きクローン病の治療に
取り組んでいきたいと考えて
おります。
　ご心配な事は、遠慮なく相
談してください。

クローン病について
消化器内科部長　田中　友隆

「相談支援」とは？
障害児・者が自立した生活ができるよう
包括的なサービスを提供することです。
　①福祉サービスの利用援助
　　（情報提供・相談）
　②社会資源を活用するための支援
　③社会生活力を高めるための支援
　④ピアカウンセリング
　⑤権利擁護のための支援
　⑥専門機関の紹介
　⑦サービス等利用計画の作成
まずはお電話ください。
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　「水痘」とは、「みずぼうそう」のことで、水
痘・帯状疱疹ウイルスによって引き起こされると
ても感染力の強い伝染性の病気で、５歳までに約
80％の子どもがかかるといわれています。症状
は、２〜３日続く38度前後の発熱と、丘疹から
水疱、膿疱、かさぶたに変わる特徴的な発疹が数
日間に250〜500個以上、顔や体、頭に現れます。
　一般的には、この経過で治っていきますが、一
部、重症化すると肺炎や肝炎、心膜炎、小脳炎、
血小板減少性紫斑病などの合併症を引き起こすこ
とがあります。また、大人になって水痘になると、
水痘そのものも重症化し、合併症にもかかりやす
くなるといわれています。
　水痘の予防接種は、以前から任意接種（保護者
が希望し自己負担での接種）が行われていました
が、平成26年10月１日から、定期接種（法律に
定められた接種）が始まりました。
　水痘の予防接種は、１回の接種で重症化を予防
し、２回の接種で感染を予防できるとされていま
す。予防接種の受け方は、下記のとおりです。
　既に、水痘にかかっている方は接種の必要はあ
りません。

　また、接種したことのある
方は、受け方が異なりますの
で、ご不明なことがありまし
たら、保健衛生課保健師にお
気軽にお問い合わせください。

水痘の予防接種
１回目…おおむね１歳〜２歳のお子様
　　　　�（１歳のお誕生日の前日から３歳の

お誕生日の前日）
２回目…�おおむね１歳〜２歳のお子様で１回

目の接種後半年から１年後
※�２回目の接種は、１回目の接種後、最低３
カ月以上あければ打てますが、標準的には
半年から１年後とされています。

※�３歳、４歳のお子様で今まで水痘にかかっ
たことがなく、任意接種も受けていない場
合は、平成27年３月31日まで定期接種の
対象となります。（平成27年４月１日以降
は、対象外です。）

問保健衛生課　保健師　☎62－0330

　野菜、魚、果物など秋には多くの食材が旬を迎
えます。その中でも血液サラサラ効果のある青背
の魚「サバ」はいかがでしょう。脂ののったサバ
にひと手間かけ、塩焼きと違った旬の味を満喫し
てみませんか。

～青背魚のパワーがいっぱい～

エネルギー 181kcal
たん白質 13.9g
塩分 0.9g

サバの中華風煮

水痘（みずぼうそう）のおはなし
～１歳になったら水痘ワクチン接種を～

◎材料（４人分）
サバ切り身250ｇ（４切）、酒・牛乳少々
こしょう少々、片栗粉小さじ４
サラダ油小さじ１、ニンニク10ｇ、
しょうが10ｇ、ねぎ10ｇ、ゴマ油小さじ１
チンゲン菜120ｇ（１株）、人参1/5本
生しいたけ４枚
　　酒大さじ１、酢大さじ１、味噌小さじ１
 Ａ オイスターソース大さじ１
　　濃口しょうゆ小さじ１、水カップ１
◎作り方
①�チンゲン菜は葉先を３㎝くらいの長さに切り、
軸はそぎ切りにする。人参は薄めの短冊切り、
生しいたけはそぎ切りにする。
②�サバは酒、牛乳に30分くらいひたし、臭みを
とる。サバの水気をふき、斜め格子の切り目を
入れ、こしょうをふる。
③�フライパンを熱し、サラダ油を加え、②のサバ
に片栗粉をまぶし、焼く。
④�サバが焼きあがったら、そのフライパンを軽く
キッチンペーパーでふき、ゴマ油を入れ、みじ
ん切りしたニンニク、しょうが、ねぎを炒め、
③のサバ、Ａの調味料、チンゲン菜の軸と人参
を加え、煮る。やわらかくなったら葉先としい
たけを加え、煮汁をかけながら１〜２分煮る。
⑤�お皿に④の野菜、きのこをしき、その上にサバ
をのせる。

ポイント
　青背魚に多く含まれている脂肪は EPA（エ
イコサペンタエン酸）やDHA（ドコサヘキサ
エン酸）が多く含まれています。EPAには動
脈硬化の予防に役立ち、DHAには脳の老化を
防ぐ効果があるといわれています。
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132

部
落
問
題
と
は
な
に
か

部
落
差
別
の
本
質
と
は

　

本
質
と
い
う
言
葉
は
哲
学
用
語
で
、

『
そ
れ
が
そ
れ
で
あ
る
た
め
の
決
定
的
な

性
質
』
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
時

計
の
本
質
は
正
確
に
時
を
刻
む
こ
と
。

し
か
し
、
い
く
ら
高
価
な
時
計
で
も
そ

れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
本
質
は
失
わ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

部
落
差
別
の
本
質
は
、
市
民
的
権
利

（
就
労
や
教
育
の
機
会
均
等
、
居
住
や

結
婚
の
自
由
等
）
が
、
行
政
的
に
不
完

全
に
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
差
別
を
な
く
す
た
め

に
は
、
部
落
差
別
が
差
別
で
あ
る
た
め

に
存
在
し
て
い
る
“
本
質
”
を
取
り
除

２
０
１
４
部
落
解
放
・
人
権
政
策
の
確
立
を
求
め
る
大
崎
上
島
集
会

相
次
ぐ
差
別
事
件
と

そ
の
背
景
を
考
え
る

　

９
月
26
日
、
東
野
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
部
落
解
放
・
人
権
政
策
の
確
立
を
求

め
る
大
崎
上
島
連
絡
会
議
主
催
の
人
権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。内
容
は
、

部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
合
会
副
委
員
長
の
岡
田
英
治
さ
ん
に
よ
る
『
相
次
ぐ

差
別
事
件
と
そ
の
背
景
を
考
え
る
』
と
題
し
た
講
演
で
、
集
会
に
は
住
民
や
企

業
、
行
政
関
係
者
等
約
80
名
が
参
加
し
、
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
で
も

本
質
を
正
し
く
見
極
め
、
正
し
い
方
法

で
取
り
組
ん
だ
と
き
、
物
事
は
ど
ん
ど

ん
う
ま
く
す
す
ん
で
い
く
は
ず
で
す
。

私
た
ち
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す

　

江
戸
時
代
幕
府
の
主
要
な
生
産
力
の

担
い
手
は
農
民
で
し
た
。
そ
の
農
民
か

ら
年
貢
を
い
か
に
多
く
と
る
か
、
そ
し

て
農
民
の
不
満
を
そ
ら
す
た
め
に
、
幕

府
は
『
え
た
・
非
人
』
と
い
う
身
分
を

つ
く
り
低
位
な
環
境
に
お
い
た
の
で
す
。

　

部
落
問
題
は
部
落
だ
け
の
問
題
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
の
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
現
代
社
会
で
は
、

非
正
規
労
働
者
が
40
パ
ー
セ
ン
ト
。
不

安
定
な
労
働
条
件
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

な
ら
ば
、
正
規
労
働
者
は
悠
々
と
し
て

い
る
の
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
正
規
労
働
者
も
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
非
正
規
労
働

者
の
問
題
は
、
正
規
労
働
者
の
問
題
で

も
あ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た

ち
は
と
き
に
は
発
想
を
変
え
て
物
事
を

み
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
す
。

人
権
を
考
え
る
第
１
歩

　

市
民
的
権
利
が
不
完
全
に
し
か
保
障

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
部
落
差
別
の
本

質
に
よ
っ
て
、
人
々
の
中
で
部
落
は
低

位
だ
と
い
う
考
え
（
差
別
観
念
）
が
自

然
に
つ
く
ら
れ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
差
別
観
念
は
、
そ
の
人
の
歩
ん
で

き
た
人
生
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。
し
か

し
、
人
間
は
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
が

で
き
る
唯
一
の
動
物
で
す
。「
自
分
は

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
い
つ
差
別
す
る

か
わ
か
ら
な
い
」「
す
で
に
差
別
的
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」。

自
分
の
内
面
を
見
つ
め
ら
れ
る
人
は
自

分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

で
き
な
い
か
、
こ
れ
が
人
権
を
考
え
る

基
本
的
な
姿
勢
の
第
1
歩
。
す
べ
て
は

そ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

相
次
ぐ
差
別
事
件

　

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
お
け
る
差

別
的
表
現
や
大
量
差
別
は
が
き
事

件
、
戸
籍
謄
本
等
不
正
取
得
事
件
、

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
お
け
る
土
地

調
査
差
別
事
件
な
ど
、
差
別
事
件

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

事
件
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
背
景

　

こ
の
よ
う
な
差
別
事
件
は
ど
う
し
て

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
社
会
の
小
さ

な
絶
望
の
爆
発
が
、
差
別
事
件
を
起
こ

し
や
す
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

人
権
な
ど
ど
う
で
も
い
い
、
強
い
者
が

勝
ち
、
弱
い
者
は
負
け
て
も
仕
方
な
い

と
い
う
『
新
自
由
主
義
』
の
考
え
が
あ

る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国

や
自
治
体
の
部
落
問
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
が
後
退
し
て
い
る
こ
と
も
要

因
の
ひ
と
つ
。
住
民
の
中
で
部
落
問
題

は
も
う
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
忘
れ
去
ら
れ
た
状
況
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
私
た
ち
の
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
、
あ
る
い
は
見
え
る
と
こ
ろ
で
差

別
は
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

人権差別の本質とその背景について講演
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竹原市役所１階消費生活相談室
☎0846−22−6965

月〜金曜日　10：00〜12：00
13：00〜16：00

大崎上島町役場　産業観光課（本庁）
☎65−3123

奇数月の第１金曜日　10：00〜12：00
13：00〜15：00

消費生活
相談窓口

注意！介護ベッドの手すりの隙間に首などを挟む事故！

消
費
生
活
情
報 

　

問竹原警察署　☎0846−22−0110　　大崎上島分庁舎　☎0846−62−0110

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

【内容】消費者庁によると、介護ベッドの手すりの隙間
に頭や首・手足などを挟まれて死亡や重症に至った事故
は、2007年度から約５年間で58件報告されています。
そのうち死亡事故は29件にものぼります。

【アドバイス】介護ベッドの各製造事業者は、事故を防
ぐための部品を配布したり、製品の安全使用に関する注
意喚起を行ったりしていますが、部品の入手や交換をし
ていない使用者もいます。隙間に頭や首などが入り込む
おそれのある製品を使用している場合は、部品を入手し
て取り付けるなどの対策が必要です。
　介護ベッドの手すりは、ベッドの側面に取り付けられ、ベッドからの起き上がりや乗り降りの際
につかまって体を支えたり、体がベッドから落ちたりしないようにするためのものです。しかし、
手すり本体や手すりとベッドとの間に生じる隙間、手すりを逆向きに取り付けたために生じた隙間
などに頭や首・手足などが挟まれる重大な事故が発生しています。
　介護ベッドの使用者や介護者などは、事故の危険性のある製品かを製造事業者に確認し、該当す
る場合は至急対策を講じましょう。2009年に介護ベッドの日本工業規格（JIS）が改正され、挟
み込み防止のための隙間の基準強化が図られています。
　購入などの際には、新 JIS 対応製品であることを必ず確認するようにしましょう。

　広島県警察では、特殊詐欺被害防止のため、「特殊詐欺被害防止コー
ルセンター」の運用を開始しています。これは、警察が委託したコー
ルセンターのオペレーターが、皆さんに直接電話をかけ、特殊詐欺
の手口や対処方法などを説明して注意を呼びかけるものです。コー
ルセンターからの電話は、ナンバーディスプレイに「082−545−
9950」と表示され、オペレーターは必ず「広島県警が行っている
特殊詐欺被害防止コールセンターの○○です」と名乗ります。

コールセンターを名乗る詐欺にご注意を!!
● コールセンターを名乗って、上記以外の番号へ折り返し電話をか

けるよう依頼することはありません。
● 捜査協力などと称して、他人に現金やキャッシュカードを渡すよ

う依頼することは絶対にありません。

つぶやき川柳募集中
『特殊詐欺被害防止』の川柳を募集しています。応募される方は、大
崎上島分庁舎か駐在所にご連絡ください。

特殊詐欺被害防止コールセンター運用開始
～安全・安心な大崎上島町の実現～

134

「点ける！広島県」
ライト点灯運動実施中

　日が暮れる時間が早くなる
と、交通量の多い帰宅時間と重
なり、夕暮れ・夜間の交通事故
が増加する傾向になります。そ
こで、広島県警察では夕暮れ・
夜間の交通事故防止を図るた
め、早めのライト点灯、上向き
ライトの励行を促進する運動
を展開しています。
●車両は上向きライトが基本!!
● 早めのライト点灯と、夜間の

確実なライト点灯を!!
● 歩行者・自転車は反射材等の

活用を!!
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広
島
国
税
局

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
８
月
の
広
島
土
砂
災
害
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　

こ
の
度
の
広
島
土
砂
災
害
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
土
砂
災
害
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
方
に
は
、
次
の

税
制
上
の
措
置
（
手
続
）
等
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損

害
を
受
け
た
方

・ 

確
定
申
告
を
行
う
こ
と
で
「
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
全
部
又
は

一
部
の
軽
減
」
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・ 

確
定
申
告
前
に
「
源
泉
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
徴
収
猶
予
」
や

既
に
徴
収
さ
れ
た
「
源
泉
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
」
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

災
害
に
よ
り
申
告
等
が
期
限
ま
で
に

で
き
な
い
方

　

申
告
等
に
つ
い
て
、
期
限
の
延
長

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
災
害
に
よ
り
納
税
が
困
難
な
方

　

納
付
期
限
ま
で
に
納
税
が
困
難
な

場
合
は
、
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、広
島
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w

.nta.go.jp/hiroshim
a/

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※ 

ト
ッ
プ
画
面
か
ら
「
広
島
土
砂
災
害

関
連
の
広
島
国
税
局
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
災
害

等
の
あ
っ
た
と
き
の
税
務
上
の
取
扱

い
に
関
す
る
照
会
事
例
を
取
り
ま
と

め
た
「
平
成
26
年
８
月
の
広
島
土
砂

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

の
税
務
上
の
措
置
（
手
続
）
Ｆ
Ａ
Ｑ
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
８
月
の
広
島
土
砂
災
害
に

よ
る
被
災
者
を
支
援
さ
れ
た
方
へ

　

今
回
の
土
砂
災
害
に
よ
り
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
次
の
よ
う

な
支
援
を
さ
れ
た
方
に
は
、
次
の
税
制

上
の
措
置
（
手
続
）
等
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

災
害
見
舞
金
の
支
出
や
自
社
製
品
を

提
供
さ
れ
た
法
人
の
方
へ

・ 

被
災
し
た
取
引
先
に
対
し
て
、
支
出

す
る
災
害
見
舞
金
で
復
旧
過
程
に
お

い
て
支
出
す
る
も
の
は
交
際
費
等
に

該
当
せ
ず
損
金
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

・ 

被
災
者
を
救
援
す
る
た
め
に
緊
急
に

行
う
自
社
製
品
等
の
提
供
に
要
す
る

費
用
は
、
損
金
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

▼
義
援
金
を
支
出
し
た
個
人
の
方
へ

・ 

個
人
の
方
が
義
援
金
を
支
出
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
義
援
金
が
「
特
定
寄

附
金
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

寄
附
金
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※ 

個
人
の
方
が
寄
附
金
控
除
の
適
用
を

受
け
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
に

寄
附
金
控
除
に
関
す
る
事
項
を
記
載

す
る
と
と
も
に
、
義
援
金
を
支
出
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
を
確
定

申
告
書
に
添
付
す
る
か
、
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
際
に
提
示
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▼
義
援
金
を
支
出
し
た
法
人
の
方
へ

　

法
人
の
方
が
義
援
金
を
支
出
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
義
援
金
が
「
国
又
は
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
」（
国

等
に
対
す
る
寄
附
金
）
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
支
出
額
の
全
額
が
損
金

の
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

※ 

法
人
の
方
が
損
金
算
入
の
適
用
を
受

け
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
に
所

定
の
事
項
を
記
載
し
、
義
援
金
を
支

出
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
を

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

次
に
掲
げ
る
義
援
金
は
、﹁
特
定
寄

附
金
﹂
又
は
﹁
国
等
に
対
す
る
寄
附

金
﹂
に
該
当
し
ま
す
。

① 

国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
直

接
寄
附
し
た
義
援
金

② 

寄
附
し
た
義
援
金
が
、
募
金
団
体
を

通
じ
て
、
最
終
的
に
国
又
は
地
方
公

共
団
体
に
拠
出
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
も
の

※ 
義
援
金
を
支
出
し
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類

① 

広
島
市
災
害
対
策
本
部
や
義
援
金
配

分
委
員
会
等
が
発
行
す
る
受
領
証

②
募
金
団
体
の
預
か
り
証

③ 

金
融
機
関
等
で
支
払
っ
た
場
合
の
振

込
票
等
の
控
え
（
そ
の
振
込
口
座
が

義
援
金
の
受
付
専
用
口
座
で
あ
る
場

合
に
限
り
ま
す
）

※ 

義
援
金
に
関
す
る
照
会
事
例
を
取
り

ま
と
め
た
「
義
援
金
に
関
す
る
税
務

上
の
取
り
扱
い
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
を
広
島
国

税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
竹
原
税
務
署

　

☎
22

−

０
４
８
５

※ 

音
声
案
内
の
後︻
１
︼を
押
し
て「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

税を考える週間
　11月11日〜17日は『税を考える週間』
です。テーマは税の役割と税務署の仕事。
税に関する様々な情報や、国税庁の取組
を紹介する番組を国税庁ホームページの
インターネット番組「Web-TAX-TV」で
配信しています。ぜひご覧ください。

　詳しくは 国税庁  で検索（www.nta.go.jp）
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平
成
27
年
度
県
民
手
帳
ほ
か
発
売

　

県
内
各
地
の
行
事
、
主
な
公
的
機
関

の
名
簿
、
都
道
府
県
の
主
要
統
計
デ
ー

タ
、
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が

満
載
の
県
民
手
帳
に
、
楽
し
く
読
み
な

が
ら
日
々
を
つ
づ
る
農
業
日
誌
等
を
販

売
し
ま
す
。

　

企
画
振
興
課
（
本
庁
）
及
び
各
支
所

窓
口
に
て
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

県
民
手
帳
ポ
ケ
ッ
ト
版

　
　
　
　

…
１
冊　
　

６
３
０
円

デ
ス
ク
版
…
１
冊 

１
，２
０
０
円

農
業
日
誌
…
１
冊 

１
，５
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

　
　
　
　

…
１
冊 

１
，５
０
０
円

新
農
家
暦
…
１
冊　
　

５
２
０
円

問
企
画
振
興
課

　

☎
65

−

３
１
１
２

東
広
島
消
防
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
秋
の
火
災
予
防
運
動

も
う
い
い
か
い

　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ

　

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
火
の

取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

11
月
９
日
㈰
～
11
月
15
日
㈯

■
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

危
険
物
の
取
り
扱
い
作
業
に
従
事
し

て
い
る
危
険
物
取
扱
者
は
、
都
道
府
県

知
事
等
が
行
う
保
安
に
関
す
る
講
習
を

３
年
（
新
た
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
は
１
年
）
以
内
に
必
ず
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
27
年
１
月
20
日
㈫

給
油
取
扱
所　

９
時
15
分
～
12
時
15
分

そ
の
他　

13
時
15
分
～
16
時
15
分

場
所　

東
広
島
市
消
防
局
２
階
講
堂

定
員　

80
人
（
区
分
ご
と
）

料 

金　

４
，
７
０
０
円
（
講
習
手
数
料

納
付
書
の
領
収
控
、
52
円
切
手
１
枚

を
張
付
）

申
込　

11
月
４
日
㈫
～
11
月
17
日
㈪

※ 

受
講
票
は
東
広
島
市
消
防
局
予
防
課

及
び
最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
東
広
島
市
消
防
局
予
防
課

　

☎
０
８
２

−
４
２
２

−

６
３
４
１

不
妊
去
勢
手
術
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
る

犬
・
ね
こ
の
約
50
％
は
、
子
犬
・
子
ね

こ
で
す
。
繁
殖
を
の
ぞ
ま
な
い
の
で
あ

れ
ば
オ
ス
も
メ
ス
も
不
妊
手
術
を
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
彼
ら
の
し
あ
わ
せ

の
た
め
に
実
行
で
き
る
の
は
、
飼
い
主

の
あ
な
た
だ
け
で
す
。

　

不
妊
去
勢
手
術
を
か
わ
い
そ
う
と
思

う
人
は
多
い
で
す
が
、
し
な
い
こ
と
も

か
わ
い
そ
う
な
こ
と
な
の
で
す
。
不
妊

去
勢
手
術
を
行
え
ば
、
発
情
の
た
び
に

く
る
心
身
の
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
回
避

で
き
、
穏
や
か
な
性
格
に
な
り
ま
す
。

動
物
は
子
孫
を
残
そ
う
と
す
る
本
能
が

あ
り
、
自
分
で
繁
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
犬
の
繁
殖
に
つ
い
て

　

 

メ
ス
犬
は
、
６
～
９
个
月
で
子
犬
を

産
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
年
２
回

発
情
し
、
１
回
の
出
産
で
５
～
10
頭

の
子
犬
を
産
み
ま
す
。

▼
ね
こ
の
繁
殖
に
つ
い
て

　

 

メ
ス
ね
こ
は
、
生
後
４
～
12
个
月
く

ら
い
で
子
ね
こ
を
生
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
初
春
か
ら
晩
秋
に
か
け
発

情
・
妊
娠
・
出
産
を
２
～
４
回
繰

り
返
し
ま
す
。
交
尾
の
刺
激
で
排

卵
す
る
の
で
、
交
尾
す
れ
ば
ほ
ぼ

１
０
０
％
妊
娠
し
、
１
回
の
出
産
で

４
～
８
匹
の
子
ね
こ
を
産
み
ま
す
。

不
妊
手
術
の
主
な
利
点

① 

発
情
期
の
心
身
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
く

な
る
。

②
の
ぞ
ま
な
い
妊
娠
が
な
く
な
る
。

③ 

生
殖
器
関
連
の
病
気
の
リ
ス
ク
が
低

く
な
る
。

④ 

発
情
期
特
有
の
困
っ
た
行
動
が
な

く
な
る
。（
鳴
き
声
、
マ
ー
キ
ン
グ
、

ケ
ン
カ
な
ど
）

⑤ 

様
々
な
リ
ス
ク
が
軽
減
す
る
こ
と
に

よ
り
、
寿
命
が
延
び
る
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
広
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
４
８

−

86

−

６
５
１
１

　

FAX
０
８
４
８

−

86

−

３
７
２
０

　

〒
７
２
９

−

０
４
１
３

　

三
原
市
本
郷
町
南
方
８
９
１
５

−

２

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

☎
０
８
４
６

−

62

−

０
３
０
３

全
国
一
斉﹁
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
﹂強
化
週
間

　

法
務
局
・
地
方
法
務
局
及
び
都
道
府

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
男
女

差
別
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
を
積
極
的
に
把
握
し
、

問
題
解
決
の
援
助
を
行
う
た
め
、
専
用

電
話
相
談
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。
強
化

週
間
中
は
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

強
化
週
間

11
月
17
日
㈪
～
11
月
23
日
㈰

電
話
番
号

　

０
５
７
０

−

０
７
０

−

８
１
０

相
談
時
間

▼
11
月
17
日
㈪
～
11
月
21
日
㈮

　

８
時
30
分
～
19
時
ま
で

▼
11
月
22
日
㈯
・
11
月
23
日
㈰

10
時
か
ら
17
時
ま
で

傷ついた　心をささえる　僕らの手

犯罪被害者週間
11月25日㈫～12月１日㈪

　犯罪被害にあうことの深刻さ、心の
傷の回復の困難さを理解してくださ
い。私たちの支援が被害者等の心を支
え、再び平穏な生活を営むことに繋が
ります。
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ジェネリック医薬品による
医療費削減効果について

　国民健康保険では、ジェネリック医薬
品（後発医薬品）に切替えた場合のお薬
代の自己負担の軽減額に関するお知らせ
を送付しています。
　５月分の削減効果は、
　切替えた方の人数 ������ 356人
　削減された金額 �����552,938円
問保健衛生課保健指導係　☎62−0303

求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー

フ
ル
タ
イ
ム
の
募
集
…
21
事
業
所

パ
ー
ト
の
募
集
…
…
…
５
事
業
所

主 

な
求
人
事
業
所　

日
立
プ
ラ
ン
ト
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
㈱
森
重
建
設
、

㈱
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ａ
な
ど

※ 

広
報
紙
発
行
日
に
、
す
で
に
募
集
が

終
了
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
求
人
票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

発
行
の
た
け
の
こ
求
人
情
報
誌
は
、
役

場
本
庁
・
大
崎
支
所
・
木
江
支
所
の
窓

口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
も
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w

w
.hellow

ork.

　

go.jp/index.htm
l

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原
（
広
島
西
条
公

共
職
業
安
定
所
竹
原
出
張
所
）

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

８
６
０
９

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
「
広
島
臨
空
広
域
都
市
圏
振
興
協
議

会
」
が
主
催
と
な
り
、
圏
域
内
住
民
の

交
流
及
び
観
光
を
目
的
と
し
た
交
流
バ

ス
ツ
ア
ー
（
日
帰
り
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

か
き
小
屋
で
の
ラ
ン
チ
や
、
お
土
産

も
つ
い
て
、
大
変
お
得
な
交
流
バ
ス
ツ

ア
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

12
月
６
日
㈯
、
12
月
14
日
㈰

行 

き
先　

広
島
空
港
を
含
む
、
三
原

市
・
世
羅
町
方
面

主 

な
行
き
先　

広
島
空
港
、
せ
ら
ワ
イ

ナ
リ
ー
、
三
原
か
き
小
屋
他

※ 

天
候
等
の
事
情
で
、
行
き
先
が
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

集 

合
場
所　

西
条
駅
、
竹
原
駅
、
竹
原

港
（
集
合
場
所
が
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

※ 

集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
は
参
加
者

の
実
費
と
な
り
ま
す
。

参 

加
費　

３
，
０
０
０
円
（
中
学
生
以

下
は
、保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

※
子
ど
も
も
同
額
で
す
。

定
員　

40
名
※
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

対 

象
者　

東
広
島
市
・
竹
原
市
・
大
崎

上
島
町
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方

申
込
開
始　

11
月
10
日
㈪　

９
時
～

申 
込
方
法　

事
業
者
へ
直
接
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

 

問 

・
申 
山
陽
観
光
株
式
会
社（
委
託
事
業
者
）

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

３
５
３
１

姉
妹
町
中
頓
別
町
へ
の
旅

　
「
中
頓
別
厳し

ば
れ寒
ま
つ
り
」
へ
の
参
加

に
よ
る
町
民
交
流
と
札
幌
市
内
視
察
等

へ
の
旅
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
次
の
と
お
り
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
北
海
道
中
頓
別
町
と
は
、
平

成
２
年
に
姉
妹
町
縁
組
を
結
び
、
以
来

24
年
に
わ
た
り
、
青
少
年
交
流
、
町
民

交
流
、
特
産
品
の
交
流
等
幅
広
く
交
流

を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

日 

程　

平
成
27
年
１
月
23
日
㈮
～

１
月
26
日
㈪

募
集
人
員　

13
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
申
込
者
が
７
名
以
下
の
場
合
は
中
止

個
人
負
担　

５
０
，
０
０
０
円

参
加
条
件

① 

交
流
の
趣
旨
を
理
解
し
、
今
後
の
交

流
事
業
へ
の
協
力
、
生
活
文
化
の
向

上
に
役
立
て
る
意
欲
あ
る
方

② 

町
民
（
20
歳
以
上
）
の
方
で
健
康
に

自
信
の
あ
る
方

③ 

こ
れ
ま
で
に
一
度
も
中
頓
別
町
民
交

流
に
参
加
し
て
い
な
い
方
を
優
先

④
同
一
世
帯
か
ら
２
名
ま
で
参
加
可
能

募
集
期
間　

11
月
４
日
㈫
～
20
日
㈭

申 

込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を
産
業
観

光
課
（
本
庁
）
又
は
各
支
所
住
民
課

窓
口
係
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
は
産
業
観
光
課（
本
庁
）及
び

各
支
所
住
民
課
窓
口
係
に
あ
り
ま
す
。

主 

催　

大
崎
上
島
町
交
流
推
進
事
業
実

行
委
員
会

問
産
業
観
光
課　

☎
65

−

３
１
２
３

ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

安
芸
高
田
市
甲
田
町 

笹
村 

和
博
様

　
「
若
者
が
定
住
で
き
る
よ
う
企

業
誘
致
を
積
極
的
に
行
っ
た
り
、

子
ど
も
を
多
く
生
み
育
て
る
と
よ

り
家
庭
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う

な
政
策
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。」

（
５
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。）

広
島
市
南
区 

三
上 

嘉
彦
様

　
「
大
崎
上
島
町
の
益
々
の
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
。」（
３
万
円
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

廿
日
市
市
四
季
が
丘　

 

角
南 

正
之
様

　

 （
15
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。）

広
島
市
南
区 

平
野 

誠
治
様

呉
市
焼
山 

冨
田 

泰
雄
様

神
奈
川
県
川
崎
市 

相
曽 

健
司
様

千
葉
県
印
西
市 

森
本 

之
仁
様

廿
日
市
市
新
宮 

山
下 

儀
洋
様

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
厚
志
は
、

貴
重
な
財
源
と
し
て
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

お
名
前
等
は
公
表
に
同
意
さ
れ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　

☎
65

−

３
１
１
４
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休
日
当
番
医

11／9㈰
　射場医院　☎65－3304

11／23㈰
　ときや内科　☎63－0001

11／30㈰
　田村医院　☎63－0311

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

11月の診療日
８日㈯・22日㈯

受付時間
　13：00〜17：00

診療開始
　14：00〜

☎67－3311

竹
原
市
休
日
当
番
医

内科　日曜・祝日　9：00〜16：00
竹原市休日診療所　☎0846－22－7157

外科　日曜・祝日　9：00〜18：00
11/9・23

馬場病院　☎0846－22－2071
11/16・24・30・12/7

安田病院　☎0846－22－6121

（注）事前にお電話を !!

月 日 曜 行　　　　事　　・　　場　　　　所 予防接種
11 7 金

11/4㈫〜11/8㈯
三種混合１期
四種混合１期
不活化ポリオ
三種混合２期
（二種混合）

9 日 海生都市圏地域講演会『大崎上島のさらなる発展をめざし』：ホール神峰� 14：00〜16：00
オキウラマルシェ：沖浦観光物産館前横の広場� 10：00〜14：30

12 水
登記相談所および人権相談所：東野保健福祉センター相談室・保健指導室� 10：00〜12：0013：00〜15：00
健康相談：東野保健福祉センター� （受付）10：00〜11：00
広島県職員による建設関係相談窓口：本庁１階会議室� 11：00〜14：00

14 金 東京都立府中高等学校修学旅行受け入れ

15 土 大崎上島中学校文化祭『青梅祭』
絵本のよみかたり：情報プラザ・エル� 10：30〜　　　　

17 月 育児相談：大崎上島開発総合センター� （受付）10：00〜11：00
家族の集い：大崎上島開発総合センター� 13：30〜15：00

18 火 こころ元気サロン：第２ふれあい工房� 10：00〜12：00
19 水 断酒会：東野保健福祉センター� 18：30〜20：00

20 木 特定健診・がん検診：大崎上島開発総合センター� （午前受付）����8：00〜10：00（午前受付）13：30〜14：00

21 金 特定健診・がん検診：東野保健福祉センター� （午前受付）����8：00〜10：00
（午前受付）13：30〜14：00

22 土 人権文化講演会：ホール神峰� 13：00〜　　　　
25 火 食育講座：木江保健福祉センター� ９：30〜12：00
27 木 アルコール講演会：東野保健福祉センター� 13：30〜15：30
30 日 大崎上島町球技大会

12 4 木 こころの健康相談：木江支所２階� （受付）13：30〜14：30
7 日

11月の納付は…
国民健康保険税（第５期）

後期高齢者医療保険料（第５期）
介護保険料（第５期）

納期限は
12月1日㈪です。
納期限を必ず守りましょう！

口座振替をご利用の方は，残高の確認をお願
いします。納期限までに納付確認できない場
合は，督促状を発送します。
� 問税務課（本庁）　☎65－3114

'14年11月7日㈮〜 '14年12月7日㈰

日時　11月13日㈭　10：00〜15：00
※完全予約制（前日までに本人が電話で要予約）
場所　東野保健福祉センター 保健指導室

相談内容
　年金受給に関すること等年金制度一般（社会
保険労務士が担当します）

申込み先　三原年金事務所（担当：尾関）
　　　☎0848−63−4111（音声番号１又は２）
※11月12日㈬締め切り

年金相談の開設
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神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

　

白
雲
や
え
の
こ
ろ
草
は
風
が
好
き�

岡
本　

花
江

　

菊
月
や
母
の
忌
ち
か
き
潮
曇�

松
岡　

時
子

　

瓢ひ
ょ
ん

の
笛
八
十
二
歳
の
息
に
鳴
く�

山
本　

一
子

南
風
俳
句
会

　

黄た
そ
が
れ昏
の
芒
野
原
や
茶
屋
ぽ
つ
り�

中
崎　

裕
子

　

お
ほ
わ
だ
に
山
気
降
り
来
る
十
三
夜�

石
本　

秋
翠

　

秋
か
も
め
撒
き
餌
の
漁
夫
の
肩
掠
め�

藤
原
千
紗
子

木
江
神
潮
俳
句
会

　

橋
か
け
る
話
し
立
ち
消
え
時
雨
降
る�

小
川　

知
女

　
（
広
島
の
土
砂
災
害
に
寄
せ
て
）

　

流
さ
れ
し
逆
縁
い
た
ま
し
吾わ

れ
も
こ
う

亦
紅�

柳
本　

昭
子

　

わ
が
ま
ま
の
通
る
さ
み
し
さ
残
り
菊�

小
池　

華
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

　

コ
ス
モ
ス
や
眠
り
の
深
き
乳
母
車�

松
岡　

時
子

　

芙ふ
よ
う蓉
咲
き
空
き
家
の
長
き
土ど

べ
い塀
か
な�

宮
本
ミ
ス
エ

　

満
月
や
湖
面
に
映
ゆ
る
影
二
つ�

木
村　
　

誠

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

　

曇
り
空
薔ば

ら薇
一
輪
の
返
り
花�

小
林　

直
枝

　

一
人
減
り
二
人
減
り
し
て
秋
の
暮�

中
坂
サ
チ
エ

　

更
く
る
夜
を
喪
に
服
し
を
り
虫
の
声�

中
保　

藤
枝

東
野
公
民
館
俳
句
会

　

十
六
夜
を
背
中
に
受
け
て
家
に
入
る�

藤
原　

千
晶

　

十
六
夜
や
昨
夜
の
月
よ
り
な
ほ
丸
し�

末
田　

明
子

　

十
六
夜
や
天
女
の
舞
の
雲
な
が
れ�

藤
原
千
紗
子

集
ま
れ
！
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

　

１
月
に
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ

ん
の
写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
振
興
課
ま
た
は
、

各
支
所
窓
口
係
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）・

保
護
者
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。期
限
は
、12
月
１
日
㈪
。

kikaku01@
tow
n.osakikam

ijim
a.hiroshim

a.jp

問
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２

※
11
月
生
ま
れ
の
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん
へ
の
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

編 

集 

後 

記

　

だ
ん
だ
ん
と
肌
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
秋
も
深
ま
り
、
紅
葉
を

楽
し
ん
で
い
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
号
は
秋
祭
り
を
大
き
く
取

り
上
げ
ま
し
た
。
町
内
に
は
た
く

さ
ん
の
伝
統
文
化
が
各
地
域
で
残

さ
れ
て
お
り
、
大
切
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
様
子
を
紙
面
で
も
伝
え

ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
取
材
を

通
し
て
、
地
域
の
方
々
の
絆
の
深

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

秋
は
修
学
旅
行
の
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
修
学

旅
行
生
た
ち
と
過
ご
す
姿
を
こ
れ

か
ら
も
追
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　今年のテーマは絆。児童虐待防止オレン
ジリボン運動の公式ナビゲーターと、「絆
の海、大崎上島」の作曲者をお迎えします。

日時　11月22日㈯　13：00〜
場所　大崎上島文化センターホール神峰
入場無料
講演『安芸戦士メープルカイザーが戦う
　　　　　　　　　　　　本当の相手とは…』
　　　講師：安芸戦士メープルカイザー
コンサート
　出演者：Bloom（ブルーム）
　　　　　手話サークル　さざなみ、からたち
問教育委員会社会教育課　☎64−3055

11月は児童虐待防止推進月間です。

Bloom（ブルーム）

人権文化講演会

安芸戦士
メープルカイザー

大
崎
上
島
町
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